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要旨  

 著者の研究は、論文内容要旨に示すように「認知的ソーシャル・キャピタルの構成要

因の１つである地域への愛着は性行動意識と関連する」との仮説を検証するために、ベ

トナム・ハノイ市の公立高校生 1,653 名（平均年齢 16 歳）を対象として、匿名質問紙

調査をおこなった。性行動意識として、婚前性交渉を容認するか否かが質問された。地

域への愛着の有無の他、自尊感情、性に関する知識（コンドーム着用の正しいタイミン

グ）、周囲の多くが性交渉経験を持っていると思うか否か等の交絡要因も同時に調べら

れた。婚前性交渉の非容認率は 85.9％（男 80.1％、女 92.7％）であり、地域への愛着率

は 92.3％（男 91.1％、女 93.6％）、性知識の正答率は 53.3％（男 58.4％、女 46.1％）、同

世代の性交渉経験の認知率は 70.2％（男 68.5％、女 72.2％）であった。多変量解析を用

いて他要因を調整した後、地域への愛着の婚前性交渉の非容認に対するオッズ比は男子

で 3.16（95％信頼区間、2.30～4.34）、女子で 8.77（5.38～14.29）であり、有意な関連性

が認められた。以上より、認知的ソーシャル・キャピタルの１要因である地域への愛着

は多感期の性行動意識の抑止と関連していることを示唆した。 

 

 本論文の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明瞭さは以下の通りである。 

１）斬新さ 

 発展途上国のベトナム社会主義共和国において、これまで若者の性行動意識について

は殆ど調査・研究がされていなかった。その中で真正面から高校生の性行動意識、性知

識、および認知的ソーシャル・キャピタル（の中の「地域への愛着」）について調査し、

地域への帰属意識は婚前性交渉の非容認と関連すること、そしてこの関連性は女子高生

ほど強いことを見出した。これは思春期高校生の性行動・性意識に社会学的側面が関与

することを見出したものとして評価に値する。 

２）重要性 

 本研究では、婚前性交渉の容認／非容認に社会学的側面（地域への帰属意識）を考慮

しなければ、自尊感情の高さ、正しい性知識、周囲の性交渉情報などが性行動意識と関

連するという従来の結果を踏襲した筈であった。今回の解析では、自尊感情や性知識な

どが地域への帰属意識に内包されること示唆しており、この切り口で思春期若者の性問

題に関するヘルスプロモーションの促進に寄与できる可能性を示した意義は高いと考

えられる。 

３）研究方法の正確性 

 本研究は、質問紙調査に絡む諸問題また発展途上国ベトナムの中心都市ハノイの高校

生という代表性に関わる問題を抱えているにも拘わらず、オッズ比が男子 3.16、女子

8.77 と高い“関連の強固性”を示した。したがって、ベトナム高校生全体にまで一般化

するには幾許かの問題はあるものの、内的妥当性の高い研究であると考えられる。 

４）表現の明瞭さ 

 本研究は、性行動意識と地域への愛着との関連に着目し、これまでの問題点の所在（研

究背景）、研究目的、方法、結果、考察を簡潔、明瞭に記載していると考える。 

 以上述べたように、本論文は学位を授与するに十分値する研究と判定された。 
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